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我が国のインベントリ作成体制

• 日本国は気候変動枠組条約第4条及び第12条と京都議定
書第7条に基づき、自国の温室効果ガスの排出・吸収の目
録（インベントリ）を条約事務局に提出する責務を有する。

国連気候変動枠組条約事務局（UNFCCC）

環境省
・インベントリの作成
・温室効果ガス排出量算定方法検討会の運営
・専門家レビューチームへの対応
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温室効果ガスと排出分野

GHG

分野

CO2 CH4 N2O HFCs, 

PFCs, 

SF6

エネルギー 燃料の燃焼 燃料の漏出、

燃料の燃焼

燃料の燃焼

工業プロセス セメント製造
など

化学産業 化学産業 半導体、

冷媒、

溶剤

農業 消化管内発酵、

水田、

家畜排せつ物

農耕地土壌、

家畜排せつ物
など

廃棄物 廃棄物焼却 埋立、

排水処理、

廃棄物焼却

埋立、

排水処理、

廃棄物焼却
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2006年度の温室効果ガス排出量

• 総排出量13億4,000万トン、京都議定書基準年比6.2%
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CO2の部門別排出量の推移

産業（482→460（5%減））

運輸（217→254（17%増））

家庭（127→166（30%増））

エネルギー転換（68→77（14%増））

業務他（164→229（39%増））

工業プロセス（62→54（14%減））
廃棄物（23→34（49%増））
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CO2の部門別排出量の推移

6%

42%

19%

14%

11%

6%
2%

6%

36%

20%

18%

13%

4% 3%

エネルギー転換部門
（発電所等）

家庭部門 産業部門
（工場等）

業務その他
部門

（商業・ｻｰﾋﾞｽ・事
業所等）

運輸部門
（自動車・船舶等）

廃棄物

工業プロセス
（石灰石消費等）

内側：基準年
1,144百万t-CO2

外側：2006年
1,274百万t-CO2



CH4排出量の推移

• 農業の寄与は65％（家畜の消化管内発酵：30%、稲作：24%）、排出量は減少
傾向（1990年より14%減）。

• 廃棄物分野（主に埋立）からの排出は大幅減少（1990年より39%減）。
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N2O排出量の推移

• 1999年N2O分解装置設置、2000年N2O分解装置稼働率低下が排出量に
影響（工業プロセス）。

• 農業の寄与は47％（排出量は減少傾向（1990年より16%減））。
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HFCs排出量の推移

• 2006年は冷蔵庫やエアコン等の冷媒関係の排出が約63%占める。

• HCFC-22製造時におけるHFC-23排出が1995年より大幅減少。
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PFCs排出量の推移

• 2006年は半導体製造時の排出が約51%、金属洗浄等の溶剤からの排出が約
35%。

• 溶剤からのPFCs排出は1995年より大幅減少。
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SF6排出量の推移

• SF6製造の排出が約35%、半導体製造時の排出が約29%。

• 変圧器等電気絶縁ガス使用機器の使用時（電力設備）におけるSF6回収促進に
よる排出量の大幅減少。
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一般的な算定方法

排出量

Emission

排出係数

Emission 

Factor

活動量

Activity

Data

= ×

温暖化係数

Global

Warming 

Potential

×

温室効果ガスの算定方法は、直接大気を測定するの
ではなく、統計データ等に基づき推計される



一般的な算定方法：排出量とは？

• 排出量の例（kgCO2換算）

– 燃料の燃焼に伴うCO2排出

– セメント製造に伴うCO2排出

– HFCs等製造に伴うHFCs排出

– 家畜の消化管内発酵に伴うCH4排出

– 排水処理に伴うN2O排出 など
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一般的な算定方法：活動量とは？

• 活動量の具体例

– 化石燃料燃焼（ガソリン、軽油、都市ガス等）で得るエネル
ギー（MJ）

– セメントを生産するために用いられたクリンカ生産量（t）

– 乳用牛の飼養頭数（頭）、水稲の作付面積（ha）

– 焼却された廃棄物（一廃：廃プラ等）の量（kt） など
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活動量は政府統計書等から得ている

主な統計・調査データ

関
係
省
庁

環境省 廃棄物焼却量など

経済産業省 総合エネルギー統計、工業統計表など

国土交通省 交通関係エネルギー要覧など

農林水産省 作物統計、畜産統計など

厚生労働省 薬事工業生産動態統計年報など

関
係
団
体

電気事業連合会 加圧流動床ボイラー燃料使用量

石炭エネルギー
センター

石炭生産量

セメント協会 クリンカ生産量など

日本鉄鋼連盟 コークス炉蓋・脱硫酸塔からの排出量

日本製紙連合会 RPF焼却量など

地方公共団体 廃棄物の組成別炭素含有量



エネルギー起源CO2排出量の算定方法

エネルギーバランス表（資源エネルギー庁）

石油 (kl)

石炭 (t)

天然ガス
(m3) 家庭部門

産業部門

業務部門

運輸部門

等

消費量 消費量 熱量 炭素換算 CO2換算

等

国内のエネルギー需給の概要を横軸
にエネルギー源別、縦軸に部門別に行
列形式で総合的に表現したもの

出典：総合エネルギー統計(2006)

部
門
別

エネルギー源別



一般的な算定方法：排出係数とは？

• 単位活動量あたりの温室効果ガス排出量

– 化石燃料（ガソリン、軽油、都市ガス等）を燃焼して１MJ発熱
したときに排出されるCO2の量（g-CO2/MJ）

– 生石灰を1t製造するときに排出されるCO2の量

（t-CO2/t-CaO） （化学式：CaCO3→ CaO + CO2）

– 乳用牛の 1頭が一年間にあい気（げっぷ）するCH4の量（kg 

CH4/頭・年） など
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排出係数の設定方法は？

• 工場等による実測 (化学産業からのCH4、N2O（工業プロセス)など)

• 国内の研究成果 （農業分野、廃棄物分野からのCH4、N2Oなど)

• IPCCガイドラインのデフォルト値（航空機からのN2Oなど）

• 科学的な理論値からの算出（エネルギー起源CO2など）

実験圃場における水田からの
CH4排出量測定の様子

羊の呼気からのCH4排出量実測の様子
（ニュージーランド）

提供：農業技術環境研究所 提供：NIWA



一般的な算定方法：温暖化係数とは？

• 第一約束期間に使用される各温室効果ガスの温暖化
係数（GWP） (kg/kg)

– CO2 ・・・ 1

– CH4 ・・・ 21

– N2O ・・・ 310

– HFCs ・・・ 1300など

– PFCs ・・・ 6500など

– SF6 ・・・23900 （1996年改訂IPCCガイドラインより）
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温室効果ガス算定方法検討会の開催

• インベントリの算定方法や専門的な評価・検討が必要な課題に
ついて、幅広い分野の国内専門家により検討を行っている。
– IPCCグッドプラクティスガイダンスに準拠したインベントリの作成

– インベントリ審査における指摘事項への対応

– 継続的な議論が必要な課題

温室効果ガス排出量算定方法検討会

インベントリWG

エネルギー・工業プロセス分科会

運輸分科会

森林等の吸収源分科会

廃棄物分科会

農業分科会

HFCs等３ガス分科会

検討会の体制



ご静聴
ありがとう
ございました。

http://www-gio.nies.go.jp/index-j.html

GIOホームページ


